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三重創生ファンタジスタ養成に関連した情報をお届けするニューズレターです！

COC+5年間の歩みの総括として
シンポジウムを開催しました！

令和元年11月23日（土）三重大学講堂（三翠ホー
ル）にて、地（知）の拠点大学による地方創生推進事業
（COC+）シンポジウム「三重創生ファンタジスタ養成
事業の総括と展望」を実施しました。当日は、三重県内
外から、高等教育機関（大学、短期大学、高等専門学
校）の教職員をはじめ、自治体、企業、一般参加等計１
５３名が参加しました。当日は、三重大学の学生2名が
司会を務めました。

第一部では、三重大学COC+5年間の歩みについて、
三重大学冨樫副学長（教育・COC+担当）より説明があ
り、これまで取り組んできた三重創生ファンタジスタの
教育プログラムの成果や課題について報告がありました。
第二部では、「三重創生ファンタジスタ これまでと

これから」と題して、これまでCOC+事業に関わってき
た関係者それぞれの立場で、取組の成果や課題を共有し
ました。ファンタジスタの養成を継続していくことの重
要性や、卒業後のフォローをサポート出来ないかなど意
見交換がされました。

学生によるポスターセッションでは、三重大学、四日
市大学、皇學館大学、鳥羽商船高等専門学校の学生たち
による地域活動の紹介が行われました。総勢１６チーム
がこの日のために、ポスターを制作してくれました。
第三部では、事例発表「学生が地域から学んだこと」

を行いました。三重大学、四日市大学、皇學館大学の学
生５チームがそれぞれ、自分たちの学びやミッションを
発表しました。会場からは拍手も時折起こり、学生もそ
れぞれが自分たちの取組をしっかりアピールしました。
発表した学生からは、今後もこのような発表の場がある
ことで、自分たちの活動を紹介できるので、続けて欲し
いとのコメントがありました。

COC+事業は、令和元年度をもって補助事業が終了し
ますが、今後は「三重創生ファンタジスタ」の養成を高
等教育コンソーシアムみえの中で、継続的に行うととも
に、この教育プログラムの学修を修了し、社会人となる
「三重創生ファンタジスタ」の活躍が期待されます。

参考 : http://www.cocpls.mie-u.ac.jp/events/20191123sym

http://www.cocpls.mie-u.ac.jp/events/20191123symposium.html


令和2年2月19日（水）三重短期大学にて、
「みえまちキャンパス in 三重短期大学を開催します。
ぜひご来場の上、三重県下の学生たちの発表をお聞き

ください！ご来場いただいた方には「会場審査員」とし
てご投票をお願いします。詳しくは、下記URLの詳細
ページをご覧ください。
また、当日発表する学生グループも募集しています。

参考URL欄から詳細をご確認後、申込用紙をダウンロー
ドし必要事項を記入の上、三重短期大学地域連携セン
ターまでメールにてお申込みください。

令和元年10月23日（水）に3年生（約230名）を対象
に「鈴鹿工業高等専門学校Jobキャラバン」を開催し、
県内企業5社にお越しいただきました。また、令和元年
11月7日（木）には、「鈴鹿大学Jobキャラバン」も開
催され、鈴鹿大学と関わりの深い、とくに留学生採用実
績のある県内企業4社にお越しいただきました。
企業の方々からは、自社のPR、求める人材や資格要

件、それぞれの高等教育機関に所属する学生の採用等に
ついてお話しいただいた他、学生からの事前の質問にお
答えいただきました。
学生からは、「たくさん話を聞いて勉強になりました。

これから気になった会社をもっと調べます」といった感
想があり、学生に早い内から就職について意識をしても
らうことが出来ました。

参考：http://www.cocpls.mie-u.ac.jp/events/20191023Job.html
参考：http://www.cocpls.mie-u.ac.jp/events/20191107suzuka

令和元年10月5日（土）にCOC+オリジナル授業「医
療・健康・福祉実践」の事後学習を間崎島でも実施しま
した。現地で学んだことは現地にお返ししたいというこ
とで、学生たちは再び志摩市の離島である間崎島へ足を
運びました。
事後学習として自分たちが問題発見し、その解決策に

ついてグループ内で話し合った内容を間崎島の住民の
方々に発表しました。学生が取り上げたテーマには「間
崎島の住民の食について」や「これからの生活につい
て」、「救急医療について」など様々で、各グループの
発表後は学生だけではなく地域の方とも活発な質疑応答
をしており、現地で生活しているからこそ見えてくる視
点や住民全体の意識といった面からのご指摘もありまし
た。問題意識は持っているが、今の生活に不足はないと
の住民側の意見もあり、学生たちは驚いていました。
議論が終わった後で、学生と住民双方が「このような

交流は大切で、是非続けていきたい」といった言葉を交
わしていました。最後は船が見えなくなるまで岸で手を
振って見送っていただきました。

参考： http://www.cocpls.mie-u.ac.jp/events/20191005jigo.html

応募締切 令和元年12月20日（金）17:00

申込用紙は、下記URLの詳細ページからダウンロードし
ていただけます。
開催日時：令和2年 2月19日（水）13：00～16：15
開催場所：三重短期大学 校舎棟4階
主催：高等教育コンソーシアムみえ
（担当：三重短期大学）

参考：https://www.tsu-cc.ac.jp/news/3709/

http://www.cocpls.mie-u.ac.jp/events/20191023Job.html
http://www.cocpls.mie-u.ac.jp/events/20191107suzuka-job.html
http://www.cocpls.mie-u.ac.jp/events/20191005jigo.html
https://www.tsu-cc.ac.jp/news/3709/


文部科学省「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(COC+)」

地域イノベーションを推進する三重創生ファンタジスタの養成
国立大学法人三重大学 地域人材教育開発機構
http://www.cocpls.mie-u.ac.jp/

【高等教育機関】四日市大学、四日市看護医療大学、鈴鹿医療科学大学、鈴鹿大学、三重県立看護大学、皇學館大学、ユマニテク短期大学、
鈴鹿大学短期大学部、高田短期大学、三重短期大学、鈴鹿工業高等専門学校、鳥羽商船高等専門学校、近畿大学工業高等専門学校

【自治体】三重県
【企業(50音順)】 (株)アーリーバード、ICDAホールディングス(株)、(株)医用工学研究所、(有)オズ海島遊民くらぶ、(株)サン浦島、
(有)深緑茶房、(株)ZTV、大王運輸(株)、中外医薬生産(株)、辻製油(株)、(株)ドリームエージェント、(株)中村製作所、日本土建(株)、
(有)野瀬商店、橋本電子工業(株)、(株)ハツメック、速水林業、万協製薬(株)、
(株)光機械製作所、(株)百五銀行、(株)百五総合研究所、(株)ヒラマツ、扶桑工機(株)、(株)前田テクニカ、
(株)マスヤグループ本社、三重県商工会議所連合会、三重県商工会連合会、三重県中小企業家同友会、三重県農業協同組合中央会、(株)三
重ティーエルオー、三重テレビ放送(株)、(株)メディサポジャパン、(一社)わくわくスイッチ

三重創生ファンタジスタの養成は
下記の事業協働機関とともに行っています

令和元年11月28日（木）に、三重大学講堂小ホールで
みえインターンシップフェスタ2019が行われました。主
催はCOC+事業協働機関である（一社）わくわくスイッ
チで、１、２年生向けのインターンシップの基礎知識の
説明や、来年春休みの期間中に実施予定のインターン
シップの紹介や、実際に昨年度にインターンシップに参
加した学生の報告会などが行われました。学生からの発
表では、事業協働機関である、万協製薬㈱や、㈱アー
リーバードで実施したインターンシップを通して普段の
生活では、得られない体験ができたことや、自身の成長
につながったことなど、インターンシップ後の振り返り
が重要など様々な発言があり、会場に集まった学生は熱
心に聞いていました。

参考：http://www.cocpls.mie-u.ac.jp/events/20191129-festa.html

参考：http://mie.or.tv/jaf/index.htm

令和元年11月24日（日）、津市内の限界集落でもある
多気地区にて例年通り文化祭が開催され、三重大学のアカ
ペラサークル「Pioneer」とジャグリングサークル
「Juggliano!」がパフォーマーとして参加しました。
高齢化が進んだ地区では毎年の催し事に参加する若者が

地区内におらず、困っている自治体が非常に多く存在して
います。一方で三重大学には様々なクラブ、サークル団体
がありますが、地域に貢献するために学外に積極的に足を
運び、このようにパフォーマンスを行っている学生団体も
あります。今回も、自治体の地区長様からの依頼でパ
フォーマンスを行ってくれました。地域住民との交流もか
ねて体験時間も作ったりと、非常に楽しげな空気を届けて
いました。地区の役員からは「わざわざ、山奥まで若くて
元気な学生さんに来ていただき、感謝しかない」とお礼を
繰り返し伝えていました。

参考：https://juggliano.wixsite.com/juggliano

参考：https://pioneer-miedai.amebaownd.com/

三重大学陸上競技部の地域貢献事業として、令和元年11
月23日（土）にジュニア・アスリート・フェスティバル
（JAF）を行いました。JAFは子どもたちにスポーツの基
本となる「走る」「投げる」「跳ぶ」を体験してもらう大
会で毎年行っており、今年で24回目となります。午前中に
は未就学児、小学1,2年生を対象に「走る」「投げる」
「跳ぶ」を基に考えたレクリエーションを行いました。午
後には混成三種競技会を行いました。競技会では小学
3,4,5,6年生を対象に50m競走,100m競走、ボール投げ、走
幅跳をしました。また、オープン種目として小学1,2年生
を対象に50m競走を、小学5,6年生を対象に1000m競走を
行いました。参加者は毎年増えており、今年は300人近い
子どもたちに参加していただきました。

http://www.cocpls.mie-u.ac.jp/
http://www.cocpls.mie-u.ac.jp/events/20191129-festa.html
http://mie.or.tv/jaf/index.htm
https://juggliano.wixsite.com/juggliano
https://pioneer-miedai.amebaownd.com/
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